
1 
 

第１章 基本的事項 

１ 計画策定の趣旨 

平成２３年３月に「上天草市環境基本計画」（以下「前計画」という。）を策定し、その後、

平成２８年４月の改訂を踏まえ、本市の環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画

的に推進してきたところですが、令和２年度末をもって前計画期間が満了となりました。 

  一方、世界的な動きでは、平成２７年９月の国連サミットで、「持続可能な開発のための

２０３０アジェンダ」として、環境課題を含めた１７の目標と１６９のターゲット（ＳＤＧ

ｓ）に全世界が取り組むことによって「誰一人取り残さない」社会を実現することを決意し

た画期的な合意が採択されています。 

 また、同年１２月フランス・パリで開催された「国連気候変動枠組条約第２１回締約国会

議（ＣＯＰ２１）」にて採択された「パリ協定」では、世界の平均気温上昇を産業革命前と

比較して２℃未満にする（さらに、１．５℃に抑える努力を追求する）ことを世界共通の目

標に掲げています。 

国内では、東日本大震災を契機とした国のエネルギー政策の見直しによる、再生可能エネ

ルギーへの転換をはじめとした社会情勢や温室効果ガス排出量削減目標の決定、大気中のＰ

Ｍ２．５の問題など注目を集めており、本市においても取り巻く環境の変化等に伴い、地球

環境を守るために廃棄物の発生抑制や自然環境の保全など、より一層取り組むことが求めら

れています。 

  こうした最近の課題や国内外の動きを踏まえ、現計画を見直し、上天草市地球温暖化対策

実行計画（事務事業編・区域施策編）を内包した第２次上天草市環境基本計画（以下「本計

画」という。）を新たに策定し、環境の保全等に関するさらなる取組を推進していきます。 

  

２ 計画の位置づけ 

（１） 上天草市環境基本条例第９条に規定された「環境の保全及び創造に関する基本的 

な計画」であるとともに、市の総合計画を環境の分野から推進するための最も基本 

的かつ総合的な計画です。 

本計画は、上天草市環境基本条例に基づき、本市における環境保全・創造に関する 

施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、環境の保全及び創造に関する基本的な事項

を定めるものであり、「上天草市第２次総合計画」で掲げられている今後目指すべき環

境像を実現するために環境分野における方向性を示す計画として位置付けられていま 

す。 

  さらに、国や県の環境基本計画や環境保全活動への取組などと連携し、市民等や事 

業者、市が一体となり目指すべき環境像の実現に向け、施策や事業を進めて行くた 

めの指針となるものです。 

    また、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に定める地方公共団体の責務を踏ま

え、地球温暖化対策実行計画を含むものとします。 
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（２） 本計画では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に定められた「自然的社会 

的条件に応じて、温室効果ガスの排出の抑制等のための総合的かつ計画的な施策」 

を推進するための地域における地球温暖化対策実行計画（事務事業編・区域施策編 

を内包しています。 

 

 

３ 計画の期間 

令和３年度（２０２１年度）から令和１２年度（２０３０年度）までの１０年間を計画期

間とし、中間の５年後を目途に計画の進捗状況を評価し、必要に応じて計画の見直しを行い

ます。 

 

４ 計画の対象範囲 

 本計画の対象とする環境の範囲は、自然共生社会、安心・安全社会、低炭素社会、循環型社

会、環境保全活動の５分野とします。対象とする地域は、上天草市全域とし、広域的な取組み

が必要なものについては、国や県、他の地方自治体と協力しながら課題の解決に取り組むこと

とします。 

 また、本計画は、上天草市地球温暖化対策実行計画を含んだ計画となっています。 

分野 主な対象範囲 

自然共生社会 生物多様性、水辺、海岸、自然とのふれあい など 

安心・安全社会 公害防止、環境美化、水環境 など 

低炭素社会 地球温暖化、省エネルギー、再生可能エネルギー など 

循環型社会 ごみの減量化、資源化、ごみの適正処理 など 

環境保全活動 環境教育、環境学習、環境保全活動 など 


